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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ  

 

[企業 ID]  4331 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会  

 

[イベント名]  2023 年 3 月期 3Q 決算説明動画  

 

[決算期]  2023 年度 第 3 四半期  

 

[日程]   2023 年 2 月 10 日  

 

[ページ数]  34 

  

[時間]   15:30 – 15:43 

（合計：13 分、登壇：11 分、質疑応答：2 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  岩瀬 賢治（以下、岩瀬） 
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登壇 

 

 

岩瀬：株式会社テイクアンドギヴ・ニーズの岩瀬でございます。2023 年 3 月期第 3 四半期の決算

についてご説明いたします。 

最初に、決算のポイントをエグゼクティブサマリーとしてまとめました。 

第 3 四半期も非常に好調な業績を維持し、累計の営業利益は前年対比で 194.5%増、52 億 600 万円

となりました。 
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営業利益 52 億円という水準は、新型コロナ前の 2018 年も含む直近 4 年間の通期の営業利益を大

きく超える結果となっております。2018 年通期の業績は、売上高 668 億円、営業利益で 42 億円

でした。 

コロナ禍で苦渋の判断の上、海外リゾートウェディング事業を売却し売上高は減少しましたが、従

前を超える利益が創出できていることは、この数年間に全ての社員が、一つ一つのことに真正面か

ら取り組んでくれた賜物であり、T&G の底力に自信を持つことができました。 
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コロナ禍からの本格的な回復、好調な業績を受けて、未定としていた配当予想を 20 円とさせてい

ただきます。この 2 年間、新型コロナに見舞われ無配という悔しい結果でしたが、経営努力を積み

重ねた結果、ようやく復配をお知らせすることができました。 

今後もホテル出店など、攻めの投資とのバランスを取りながら、安定的な配当を維持できるよう努

めてまいります。 
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通期業績予想はご覧の通り、前年比大幅増益の見通しです。 
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現在の好調な業績を背景に目線を来期以降に移し、第 4 四半期は積極的な先行投資を実施いたしま

す。投資内容の詳細は後ほどご説明いたします。 
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それでは、連結の損益計算書についてご説明いたします。 

売上高 357 億 6,700 万円。売上総利益 233 億円。販売管理費 180 億 9,400 万円。営業利益 52 億

600 万円となりました。経常利益は 48 億 8,000 万円、四半期純利益は 58 億 3,000 万円となりまし

た。 

第 1 四半期の決算でご説明しましたが、減資の影響で繰越欠損金の控除額が増加したため、回収可

能性が見込まれる部分について、繰延税金資産が計上されております。 
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こちらは営業利益の前年比増減要因を図解しております。 

婚礼組数、単価、その他事業全てにおいて前年比プラスの状況であり、稼働の回復に伴い変動費が

一部増加しております。 
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それでは、国内ウェディング事業の詳細をご説明します。 

当セグメントの売上高は、前年同期比 59 億 2,200 万円増の 352 億 4,700 万円。取扱組数は前年同

期比 881 組増の 8,626 組。単価は平均人数が 6.1 名増加し、前年同期比 17 万 1,000 円増の 373 万

8,000 円となりました。単価の状況に関しましては、次のページで推移をご説明いたします。 

売上総利益は前年同期比 39 億 7,000 万円増の 230 億 1,700 万円。営業利益は前年同期比 35 億

3,100 万円増の 65 億 4,200 万円となっております。 
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こちらは四半期別の取扱組数、婚礼単価の推移です。 

単価に関しましてはコロナ前 390 万円ほどの水準であったのに対し、あと一歩のところまで回復

しております。特に都内、横浜では平均人数が 6 名から 8 名ほど少ない状況ですが、コロナ前と同

等もしくはそれ以上の単価を出せるようになっております。 

単価はもう元には戻らないのではないか。そういった不安を払拭する兆しが見えてきております。 
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連結の貸借対照表、資産の部はご覧の通りです。 
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負債・純資産の部は以下の通りです。自己資本比率は 31.6%まで回復してまいりました。 
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2023 年 3 月期の通期連結業績予想は前回発表を据え置きとさせていただいております。 
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第 3 四半期累計で業績が非常に好調でしたので、第 4 四半期はコロナ禍で抑制してきた建物修繕や

広告、社員研修などへの積極的な投資を追加で判断をいたしました。 

第 2 四半期の決算時点で開示したものも含めて、全体で 15 億円の大規模な投資となりますが、来

期以降の業績に寄与するものを優先的に指示しております。 
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ここでは投資内容の代表的なものをまとめております。 

まず設備投資では装飾の入れ替えや外壁、ガーデンデッキの塗装など、全国全ての店舗の状況を担

当部署にチェックをさせ、必要な修繕を実施しております。 
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こちらは広告投資に関してです。 

この後のページで受注残組数をご説明しますが、来期の受注組数を増やすために広告投資を積極的

に行います。マーケットにおいて、お客様が結婚式場を探される動きが少しずつ戻ってきているこ

と、またお問い合わせをいただいた後、実際に契約になるかどうかという新規の受注率も社内での

様々な施策の結果、コロナ前よりプラスになっているため広告投資を加速する判断をいたしまし

た。 
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こちらが現時点の受注残組数です。 

12 月末の時点で、コロナ前の 2019 年と比較して 94.3%の水準となっております。第 2 四半期の決

算でもご説明しましたが、長きにわたるコロナ禍で減少した問合せの影響を受けて、100%を下回

っております。 

この状況を早期に回復するために、先ほど述べた広告投資、設備投資を判断しております。コロナ

禍では非常に強く販管費の効率化を進めてまいりました。結果として現在の高利益体質が出来上が

りましたが、広告に関しても効率化を重視していたため、現時点で受注残が弱いことは反省してお

ります。 

効率化を維持しながらも、競争環境を見ながら、積極投資に舵を切り、バランスを取りながら、早

期に受注残を回復させます。 



 
 

 

18 
 

 

こちらは TRUNK（HOTEL）の状況です。 

直近の 10 月から 12 月の ADR は 6 万円を超えました。 

ほぼ 8 割が外国人のお客様の利用となり、インバウンド層の戻りをダイレクトに感じております。 
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長期経営方針で発表しております通り、今後もブティックホテルを増やしていく予定ですが、こち

らで改めて既に開示済みの出店予定のパイプラインを開示しております。 
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ホテル出店においては、直近では本年 2023 年に渋谷の富ヶ谷にオープンを予定し、建物工事およ

び先行の PR の準備も順調に進んでおります。 
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以前より開示しておりますが、2027 年には神戸三宮と渋谷の道玄坂にオープンの予定です。 
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ホテル出店と並行してウェディング事業においては、成長戦略の一つとして、他社様の婚礼をお手

伝いする運営受託を推進しております。2023 年 10 月より新たに沖縄のハレクラニホテル様と提携

させていただくことができました。 
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続々と新たな提携を発表することができておりますが、今後も引き続き強化をしてまいります。 
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ここからは第 3 四半期のトピックスをご紹介いたします。 

今期は千葉と神戸の店舗のリニューアルを実施し、計画通り 2 店舗の新規受注数は増加しておりま

す。 
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来期は 5 店舗のリニューアルを実施予定です。 
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内製化施策の状況は記載の通りです。 
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関西における衣装の内製化比率が増加をしたため、ドレスサロンも設備投資をいたしました。 
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また、婚礼以外の法人宴会やレストランの売上も増加しております。 
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以前からお伝えしております通り、婚礼の延長線上にある住宅購入やお子様と一緒に参加できるイ

ベント開催など、ライフタイムバリューを意識した活動も推進しております。 
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ここからはサステナビリティに関する取り組みのトピックスです。 

廃棄予定ながらも良質な素材を再度蘇らせるアップサイクルドレスの制作や 
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外部のイベントにサステナビリティに関するワークショップを出展するなど、様々な取り組みが広

がっております。 
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また、T&G では法定雇用率を上回る、障害者雇用を以前より続けております。 

地域・社員との関係性を良好に保てるようにサポートすることで、勤続年数も全国平均を大きく上

回る環境を提供できております。 
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その他、社外取締役として経営に参画いただいております村木さんの指導のもと、全社員が

LGBTQ 研修を受けるなど、一過性ではない様々な取り組みを今後も丁寧に積み重ねてまいりま

す。 

最後に、決算後に投資家の方々から頂いた代表的な質問にご回答いたします。 

―婚姻件数など、マーケット環境はどうなっているのか 

婚姻件数は、厚生労働省の調査を見てもまだ本格的な回復には至っていません。一方で、婚活など

のイベントは増加傾向にあります。そのような環境下で、ウェディング業界各社は少しずつ広告投

資を再開しており、当社もしっかりと競争環境を見極めながら投資を行ってまいります。 

―第 4 四半期の大規模投資を判断した経緯はどのようなものか 

第二四半期途中から順調な今期業績を背景に来期を視野に入れて、積極投資を判断いたしました。

第三四半期も引き続き順調に推移をいたしましたので、毎月業績数値を追いながら経営陣でこまめ

に会議を行い、来期以降の業績に寄与するものを優先的に選定し、こちらはトップダウンで担当部

署に指示を出しております。 
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―復配のタイミングと水準について、判断の背景を教えて欲しい 

まずはコロナ前に 20 円の配当を決めたときと同水準の利益を早く生み出し、復配したいと考えて

おりましたので、同水準以上の利益を創出し、今回復配の発表ができて本当に良かった、それが正

直な思いです。今後も安定配当を維持していきたいと考えております。 

業績向上に伴い、社会に貢献できる取り組みも徐々に増やすことができてまいりました。株主の皆

様、お客様、ご融資いただいている金融機関様、お取引先様、そして社員と、多くのステークホル

ダーにコロナ禍での支援に対して、企業価値を向上することでお応えできるようこれからも努力し

てまいります。 

ご視聴いただきありがとうございました。 

［了］ 

 

 


